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事 業 一 覧（県）

事 業 名 趣 旨 主な内容・実施期日・会場

市町村との協議に係 ＜第１回＞ ○第１回市町村との協議に係る訪問
る訪問 管内市町村における生涯学習・ （４月下旬に訪問を実施）

社会教育施策の概要や推進体制等
を把握するとともに、国や県の補
助事業及び市町村主催事業の円滑
な運営に向けた情報交換を行う。
＜第２回＞ ○第２回市町村との協議に係る訪問
管内市町村における生涯学習・ （10月から11月に訪問を実施）

社会教育推進体制及び社会教育計
画の施策や課題について協議を行
う。

生涯学習・社会教育 生涯学習・社会教育関係職員に ○市町村新任職員研修
関係職員研修 求められている知識・技能や優れ ５月11日（水）県生涯学習センター

た実践事例を学び、専門職員とし ○公民館等職員専門研修①
ての資質能力を高める。 ６月９日（木）県生涯学習センター
また、市町村の生涯学習・社会 ○市町村職員専門研修①

教育に携わる人材に対して研修を ７月13日（水）県生涯学習センター
実施することにより、その資質能 ○市町村職員専門研修②
力を高める。 10月19日（水）県生涯学習センター

○公民館等職員専門研修②
10月19日（水）県生涯学習センター

○生涯学習・社会教育研究大会
11月11日（金）県生涯学習センター

社会教育主事有資格 社会教育主事等の計画的な養成 ○社会教育主事講習に係る情報提供と受講
者養成事業 によって生涯学習・社会教育の充 手続き

実を図る。 ・秋田県生涯学習センター
・国立教育政策研究所社会教育実践研究
センター

あきた県庁出前講座 県職員が県民の要請に応じた情 ○出前講座
報を提供することによって、学び ・地域学校協働活動とコミュニティ・ス
の機会の充実を図る。 クールについて

・家庭教育の充実
・インターネットの健全利用について

“あい”で見守る！ コロナ禍にあって加速し、今後 ○ネットパトロール事業
あんしんネット構築 も進展するネット社会において、
事業 社会全体で子どもたちをネット上 ○健全利用啓発事業

の有害情報やＳＮＳ等によるトラ ・全校種の教職員を対象にしたオンライ
ブルから守り、子どもたちがイン ン講座（年３回）
ターネットを健全に利用できるよ ・低年齢化対応講座（通年）
う、現在策定中の「秋田県多様性 ・事業担当者を対象とした研修会
に満ちた社会づくり基本条例」に （年２回）
基づき、安心・安全な利用環境を
整える取組を実施する。

秋田型教育留学推進 県外の児童生徒が秋田県の探究 ○長期休業期間を利用した短期チャレンジ
事業 型授業や体験活動等を目的に来県 留学（仙北市）

する教育留学を推進することで、
秋田の魅力を全国に発信し、関係
人口の増加や家族ぐるみでの移住
定住の促進につなげる。
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事 業 名 趣 旨 主な内容・実施期日・会場

学校・家庭・地域連 各市町村は、地域全体で未来を ○家庭教育支援指導者等研修会①
携総合推進事業 担う子どもたちの成長を支えるた ５月19日（木）県生涯学習センター

めに、学校と地域の連携・協働に ○学校・家庭・地域連携協議会①
よる「地域学校協働本部」を設置 ６月３日（金）県生涯学習センター
し、地域学校協働活動推進員等の ○県南地区放課後支援者研修会①
コーディネートの下、多様で継続 （対象：横手・湯沢雄勝）
的な「地域学校協働活動」を推進 ６月９日（木）浅舞公民館
する。 ○県南地区放課後支援者研修会②

（対象：大仙仙北）
６月16日（木）大曲交流センター

○地域学校協働活動推進員・地域連携担当
教職員等研修会①
６月30日（木）県生涯学習センター

○家庭教育支援指導者等研修会②
７月６日（水）県生涯学習センター

○地域学校協働活動推進員・地域連携担当
教職員等研修会②（県南地区）
８月２日（火）近代美術館

○熟議ファシリテーター養成講座
９月14日（水）県生涯学習センター

○家庭教育支援指導者等研修会③
９月29日（木）県生涯学習センター

○家庭教育支援指導者等研修会④
11月17日（木）県生涯学習センター

○学校・家庭・地域連携協議会②
２月１日（水）県生涯学習センター

つながり、広げる子 子どもと本をつなぐ人材を継続 ○子どもと本をつなぐ人材の育成と環境づ
どもの読書応援事業 的に育成・支援するとともに身近 くり

な読書の場である学校図書館の活 ・読み聞かせボランティア養成講座
性化を図り、読書への関心を高め
る取組を実施することにより、本 ○中学生・高校生への読書の魅力発信
を通じて自分の生活をより豊かに ・中学生・高校生ビブリオバトル大会
することのできる子どもを育む。

秋田県青少年劇場 青少年に対し、優れた舞台芸術 ○優れた舞台芸術を鑑賞する機会の提供
を鑑賞する機会を提供することに ・ミニコンサート
より、豊かな情操の涵養を図ると ・演劇公演
ともに健全な成長に資することを
目的として実施する。

文化芸術による子ど 小・中学校において、一流の文 ○巡回公演事業
も育成総合事業 化芸術団体による巡回公演や、芸 （オーケストラ、ミュージカル、合唱、

術家による講話・実技披露・実技 児童劇、歌舞伎、能楽、邦楽等）
指導を実施することにより、子ど ○芸術家の派遣事業
もたちに対し質の高い文化芸術を （演劇、美術、音楽、生活文化、メディ
鑑賞・体験する機会を確保する。 ア芸能等）

○子ども 夢・アート・アカデミー
（美術、文芸、音楽・演劇・舞踊）


